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【事故の傾向】 
     要因：スピード超過    場所：インター部などカーブが大きい箇所 
     天候：雨天時         時間帯：深夜～午前中 

2号 

東呉道 

集計時期：H28.1月～現在 



 走行速度が高い状況ではハイドロプレーニ
ング現象が起こりやすくなっています。 

ハイドロプレーニング現象 
 水のたまった道路を高速で走行していると、タイヤと路
面との間に水の膜ができ、タイヤが水の上を滑走する現象。 

 この状態では･･･ 
・ステアリング操作不能 
・ブレーキが効かない 

 ﾉｰﾏﾙﾀｲﾔで80km/h以上、ｽﾀｯﾄﾞﾚｽﾀｲﾔで60km/h以上で 
の走行時に発生しやすくなると言われています。 
 国交省では、交通安全上の問題要因排除の一つとして、 
道路面上から速やかに雨水を排除する舗装『排水性舗装』 
を実施している区間があります。  

走行 

♦安全走行のポイント♦ 

スピードのコントロール 

・雨天時に走行する場合や、生活道路、通学路を走行する時などは、 
 状況に応じて十分にスピードを落とす必要があります。 

・高速道路や夜間の走行時はスピードを遅く感じやすいため、スピ 
 ードメーターでチェックするなど、スピードの出し過ぎに気を付 
 けましょう。 

・カーブでは、手前で十分に減速をしましょう。 
 カーブの途中でのブレーキはスリップの原因となり、対向車線へ 
 のはみ出し・ガードレールへの衝突などの危険があります。 


